
議会改革に関する調査特別委員会中間報告

令和元年９月１１日松前町議会第３回定例会において、閉会中に調査を要すべ

き事件とした「議会改革に関する調査」について、議会改革に関する調査特別委

員会委員長から別紙のとおり中間報告書の提出があったので、これを報告する。
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議会改革に関する調査特別委員会中間報告書の提出について

本委員会は、令和元年９月１１日松前町議会第３回定例会において承認を得た

「議会改革に関する調査」について、松前町議会会議規則第４７条第２項の規定

により、別紙のとおり中間報告書を提出いたします。



議会改革に関する調査特別委員会中間報告書

１ 設置の経緯

令和元年６月に行われた松前町議会議員選挙では、昭和２９年に現在の松前

町が誕生して以来、初めて無投票により当選が決まり、特に、近年における少

子高齢化の進行や地方で加速する人口減少の影響もあって、全国的に議員のな

り手不足が指摘されている。このような状況を踏まえ、この度総務省では、今

後の地方議会のあるべき姿や多様な人材が地方議会に参画しやすくなるための

方策等について幅広く議論するため、「地方議会のあり方に関する研究会」を

設置したところであり、松前町議会においても多様な人材確保のための環境整

備を図るとともに、町民により開かれた議会となるよう議会改革を進めていき

たいと考えている。

このことから、令和元年第３回定例会において、今後における議会及び議員

のあり方について様々な角度から議論を進め、一層の議会運営の効率化と活性

化に向けた取り組みが必要であると考え、議長発議で議長を除く全議員による

特別委員会の設置提案があり、終了するまでの間、閉会中の調査をすることに

決定した。

２ 委員会の開催状況

区 分 委員会開催年月日 出席委員数 欠席委員数

設置時 令和元年 ９月１１日 １１名 ０名

第１回 令和元年１１月１９日 １１名 ０名

視察調査 令和２年 １月１５日 １１名 ０名

第２回 令和２年 ２月 ６日 １１名 ０名

第３回 令和２年 ４月１５日 １１名 ０名

第４回 令和２年 ８月 ７日 １１名 ０名

第５回 令和２年１０月１２日 １１名 ０名

第６回 令和２年１１月３０日 １１名 ０名



３ 調査概要

（１） 設置時委員会 令和元年９月１１日（水）

正副委員長の互選を行い、委員長に堺繁光委員、副委員長に沼山雄平

委員を選出した。

（２） 第１回委員会 令和元年１１月１９日（火）

検討すべき課題について各委員から意見を述べ、委員間討議を行った。

また、提出された課題を項目別にし、検討する期間について討議した。

（３） 視察調査 令和２年１月１５日（水）

函館市議会におけるＩＣＴ化の状況について視察調査を行った。

（４） 第２回委員会 令和２年２月６日（木）

① 函館市議会ＩＣＴ視察報告書について

② 商工会青年部との懇談会実施報告書について

③ 検討課題領域別等ついて

④ 渡島管内町議会の状況について

各委員から提出された①、②についての報告及び主な提出資料である

③、④について委員間で討議した。

（５） 第３回委員会 令和２年４月１５日（水）

① 議会改革に関する調査特別委員会（第２回）までの経緯と今後の方

向性について

② 渡島管内町議会における一般質問の状況について

③ 松前町議会定例会における各議員の一般質問時間の状況について

④ 松前町議会タブレット導入に係る試算について

⑤ タブレット導入町村の状況について

⑥ 北海道内における主な議会モニター設置町について

⑦ 渡島管内における議員定数等の状況について

⑧ 北海道内における人口規模類似団体における議員定数等の状況につ

いて

⑨ 北海道内における政務活動費支給状況について

⑩ 議会改革に関する調査について

主な提出資料である①から⑨について説明を受け、また、⑩について、

各委員よりそれぞれの考え方について意見の提出があり、委員間で討議

を行った。

（６） 第４回委員会 令和２年８月７日（金）

① 議会タブレットの導入について

② 議会モニターについて

主な提出資料である①及び②について説明を受け、討議を行った。



（７） 第５回委員会 令和２年１０月１２日（月）

① 議会タブレット端末貸与及び運用規程（案）について

② 議会モニター設置要綱（案）について

主な提出資料である①及び②について説明を受け、討議を行った。

（８） 第６回委員会 令和２年１１月３０日（月）

中間報告書（案）について討議、精査のうえ次回の定例会に提出する

こととした。

４ 中間報告

今後における議会及び議員のあり方について、様々な角度から議論を進め、

一層の議会運営の効率化と活性化に向けた取り組みについて方向性を見い出す

ため、各委員より検討すべき課題について意見を述べてもらい、検討課題をそ

れぞれ項目別、検討期間別に整理して討議を進めた。

（１） 議会運営・活性化について

ア 議員定数については、「削減」と「現状維持」との両論があった。ま

た、議員報酬についても「増額」と「現状維持」との両論があった。こ

のことから、今後において、議員のなり手不足や人材の育成等を含め、

町民から意見を聴取するとともに、全国的な流れや現在行われている国

勢調査の動向も勘案し、継続して調査することとした。

イ 定例会における一般質問の質問時間については、今後設置する議会モ

ニターから意見を聴取して引き続き協議していくとの方向性が示された。

ウ 会議のペーパーレス化等を目的としたタブレットの導入については、

すでに導入している函館市議会の状況を視察のうえ検討した結果、令和

３年度より運用していくこととした。

（２） 開かれた議会について

ア 町民懇談会・意見交換会・議会報告会については、本年１月に商工会

青年部と人口減少やまちの将来をテーマとした懇談会を実施したところ

であるが、議会が主体性を持ち様々な団体と懇談を行うことは有意義で

あることから、今後においても目的や手法等を協議して実施していくこ

ととした。

イ 議会モニター制度については、実施している他町村の状況を調査のう

え協議した結果、議会への関心を高めることができ、また、町民からの

意見や要望などを広く聴取できるとの効果があることから、令和３年度

より実施することとした。

ウ 議会だよりについては、その編集や発行を現在議会運営委員会で行っ

ているが、広報委員会などの新たな組織は設置せずに町民が見やすくわ

かりやすい紙面づくりに向け、発行時期や編集内容等の課題について引

き続き協議していくこととした。



エ 日曜議会・夜間議会については、過去に実施した状況を鑑みて実施し

ないこととした。

オ 模擬議会については、松前高校生を対象に議会形式ではなく、生徒主

体による懇談会形式での実施について検討していくこととした。

（３） その他

ア 議員の兼業及び兼職の禁止並びに年金制度の改善については、全国的

な動きや情報を共有しながら、必要に応じ北海道町村議会議長会を通じ

て国に対し、要望していくこととした。

イ 議員の資質向上等を図るため、松前町議会議員研修計画を策定し、そ

れに基づき研修会を実施していくこととした。なお、第１回目として令

和２年１１月１３日に福島町、知内町及び木古内町の各町議会と合同で

研修会を行った。また、同様の目的から本会議終了後における議員間の

意見交換会の実施についても検討していくこととした。

ウ 町内で大規模災害が発生したときに、議会として町民の安全確保と災

害復旧に向け、迅速かつ適切な対応ができるよう「松前町議会議員の災

害対応行動指針」を策定した。


